
 1 

学

習

帳

 

『

聴

訟

秘

鑑

聴

訟

秘

鑑

聴

訟

秘

鑑

聴

訟

秘

鑑

』』』』

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田

中

正

樹

田

中

正

樹

田

中

正

樹

田

中

正

樹    

 
江

戸

幕

府

の

地

方

役

人

の

手

に

な

る

法

律

実

務

書

に

『

聞

訟

秘

鑑

』

と

い

う

も

の

が

あ

り

、

そ

の

写

本

が

各

地

の

役

人

に

流

布

し

て

い

た

。

こ

れ

は

｢

聞

｣

と

｢
聴

｣

の

一

文

字

違

い

で

あ

る

が

、

異

名

同

本

の

写

本

と

思

わ

れ

る

。

原

本

作

成

者

は

関

東

郡

代

属

僚

の

杉

浦

五

太

夫

勝

定

で

天

明

二

年

八

月

の

成

立

と

も

い

わ

れ

る

が

確

か

な

こ

と

は

分

か

ら

な

い

。

成

立

以

降

作

者

自

身

ま

た

は

作

者

同

様

の

職

務

に

就

く

地

方

役

人

の

手

に

よ

っ

て

加

筆

さ

れ

、

条

文

数

の

多

い

新

類

型

の

写

本

群

と

な

っ

た

。

こ

れ

は

古

文

書

の

学

習

者

に

と

っ

て

は

代

官

所

の

実

務

が

分

か

る

恰

好

の

テ

キ

ス

ト

で

も

あ

る

。 

 

表

紙

に

は

表

題

は

な

く

目

次

に

続

き

本

文

と

な

っ

て

い

る

。

本

文

の

最

初

の

ペ

ー

ジ

で

あ

る

。

最

初

の

「

入

牢

之

事

」

を

ま

ず

解

読

し

て

み

よ

う

。    

             

一

 

入

牢

之

事

 

 
 

 

是

者

入

牢

申

付

候

義

者

容

易

ニ

者

不

致

義

ニ

付

、

不

届

有

之

 

 
 

 

所

払

江

戸

払

ニ

成

候

者

者

勿

論

、

軽

追

放

位

迄

者

於

等

奉

行

所

 

 
 

 

手

鎖

宿

預

之

侭

ニ

而

御

裁

許

被

仰

渡

候

ニ

付

、

陣

屋

ニ

而

も

 

 
 

 

右

心

得

を

以

可

取

計

事

 

（

以

下

略

） 

  

こ

れ

は

入

牢

を

容

易

に

申

付

け

る

こ

と

は

し

な

い

、

不

届

き

の

者

で

所

払

、

江

戸

払

に

な

る

者

は

勿

論

で

あ

り

、

軽

追

放

程

度

で

あ

れ

ば

、

奉

行

所

等

に

お

い

て

も

手

鎖

、

宿

預

り

の

ま

ま

裁

許

を

言

渡

す

の

で

、

陣

屋

で

も

そ

の

よ

う

に

す

べ

き

で

あ

る

、

と

言

っ

て

い

る

。

奉

行

所

に

習

っ

て

と

書

か

れ

て

い

る

の

で

、

陣

屋

す

な

わ

ち

幕

府

の

代

官

所

で

使

わ

れ

た

も

の

と

推

測

で

き

る

。

 

ま

た

、

つ

ぎ

の

判

例

（

部

分

）

の

よ

う

に

天

明

五

年

の

も

の

が

あ

る

の

で

こ

れ

は

原

本

成

立

以

降

に

書

き

改

め

ら

れ

た

写

本

群

の

ひ

と

つ

の

よ

う

で

あ

る

。

こ

こ

に

も

御

代

官

の

署

名

欄

が

あ

る

の

で

代

官

所

で

使

用

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

が

分

か

る

。 
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目

録

（

目

次

の

こ

と

）

を

み

る

と

七

十

三

項

目

あ

る

。

 

 
一

 
入

牢

之

事 

一

 

手

当

致

置

可

及

吟

味

者

之

事 

一

 

新

地

取

立

之

事 

一

 

出

入

相

済

候

趣

評

定

所

江

届

之

事 

一

 

武

家

江

懸

候

出

入

之

事 

一

 

他

よ

り

売

掛

証

文

等

譲

受

済

方

願

出

候

節

之

事 

一

 

村

差

出

明

細

帳

之

事 

一

 

道

中

奉

行

江

宿

場

之

儀

申

立

候

節

之

事 

一

 

裁

許

落

着

差

別

之

事 

一

 

親

殺

主

殺

之

事 

一

 

鉦

打

之

類

取

計

之

事 

一

 

畑

之

上

江

新

規

家

作

致

候

事 

一

 

加

判

人

江

懸

り

候

出

入

之

事 

一

 

寺

院

呼

出

其

外

取

計

之

事 

一

 

名

代

之

者

咎

之

事 

一

 

婿

を

帳

外

ニ

致

候

事 

一

 

帳

外

者

尋

之

事 

一

 

横

取

引

負

之

事 

一

 

女

誘

引

出

候

出

入

之

事 

一

 

預

米

滞

之

事 

一

 

□

而

帰

村

願

候

節

之

事 

一

 

公

事

人

病

床

見

届

之

事 

一

 

公

事

人

旅

宿

ニ

而

相

果

候

節

之

事 

一

 

人

を

打

擲

致

候

者

御

咎

之

事 

一

 

裁

許

并

落

着

伺

認

方

之

事 

一

 

囚

人

駕

篭

人

足

賃

之

事 

一

 

奇

附

地

之

事 

一

 

洗

濯

下

女

之

事 

一

 

屋

鋪

成

事 

一

 

喧

嘩

一

件

先

届

之

事 

一

 

召

仕

之

者

欠

落

之

事 

一

 

他

領

江

片

付

候

女

被

致

殺

害

吟

味

願

出

候

節

之

事 

一

 

御

奉

行

所

ニ

而

長

尋

成

候

者

帳

外

願

出

候

節

之

事 

一

 

妻

子

を

捨

家

出

致

候

者

御

咎

之

事 

一

 

家

内

内

江

社

建

候

事 

 
 

 

附

吉

田

家

許

状

之

事 

一

 

入

牢

日

数

之

事 

一

 

盗

賊

御

仕

置

之

事 

一

 

入

墨

図

之

事 

一

 

駕

篭

ニ

而

呼

出

候

公

事

人

之

事 

一

 

倒

死

人

建

札

之

事 

一

 

公

事

人

欠

落

之

事 

一

 

院

号

改

之

事 

一

 

神

職

修

験

等

許

状

之

事 

一

 

遠

国

之

女

江

戸

役

所

江

出

候

節

之

事 

一

 

盗

物

多

少

ニ

寄

御

仕

置

差

別

之

事 

一
 

御

三

家

御

三

卿

役

人

立

会

之

事 
一

 
悪

党

者

剃

髪

出

入

内

済

相

願

候

事 

一

 

取

捨

者

之

事 

一

 

神

主

口

書

認

方

之

事 

一

 

出

家

社

人

諸

願

之

事 

一

 

同

吟

味

中

手

当

之

事 
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一

 

出

火

咎

之

事 

一
 

穢

多

非

人

取

扱

之

事 
一

 
金

銀

借

主

証

文

代

替

之

事 

一

 

座

頭

督

女

ね

た

り

ケ

間

敷

義

申

掛

候

節

之

事 

一

 

御

料

百

姓

私

領

ニ

而

致

悪

事

引

渡

旨

掛

合

有

之

候

節

之

事 

一

 

支

配

所

内

ニ

而

他

之

者

致

殺

害

候

節

之

事 

一

 

差

添

人

之

事 

一

 

口

書

詰

文

言

ニ

重

々

と

認

候

事 

一

 

相

対

死

致

候

者

死

骸

取

計

之

事 

一

 

欠

落

人

尋

方

之

事 

一

 

欠

所

田

畑

取

計

之

事 

一

 

御

仕

置

ニ

成

候

者

入

置

候

質

地

之

事 

一

 

質

地

亡

所

ニ

成

候

節

之

事 

一

 

町

人

百

姓

倅

等

を

手

ニ

懸

候

節

手

当

之

事 

一

 

逆

罪

之

事 

一

 

吟

味

中

病

死

取

計

之

事 

一

 

諸

役

人

方

片

名

字

□

付

之

事 

一

 

御

仕

置

ニ

成

候

者

倅

之

事 

一

 

悪

事

致

候

者

帳

外

之

事 

一

 

離

縁

以

後

出

生

之

小

児

引

渡

方

之

事 

一

 

往

来

之

侍

相

宿

之

百

姓

を

殺

候

節

之

事 

一

 

厳

敷

吟

味

者

取

計

方

之

事 

  

聴

訟

秘

鑑

目

録

終 

  

興

味

あ

る

項

目

を

抜

き

出

し

な

が

ら

、

何

が

書

か

れ

て

い

る

の

か

調

べ

る

こ

と

に

す

る

。

は

じ

め

に

｢

裁

許

｣

と

｢

落

着

｣

の

言

葉

の

定

義

に

つ

い

て

書

か

れ

た

項

目

で

あ

る

。 

          

一

 

裁

許

と

落

着

之

差

別

之

事 

 
 

 

是

者

公

事

出

入

之

取

捌

を

一

体

之

裁

許

と

ハ

不

唱

、 

 
 

 

地

所

出

入

其

外

以

後

之

義

を

被

仰

渡

候

出

入

者

裁

許

と 

 
 

 

唱

、

人

殺

喧

嘩

類

之

吟

味

物

ハ

落

着

と

唱

候

由

ニ

而

吟

味 

 
 

 

伺

書

差

出

候

節

、

其

心

得

可

取

計

事 

  

公

事

出

入

の

裁

き

す

べ

て

を

裁

許

と

は

言

わ

ず

、

地

所

の

出

入

や

今

後

の

こ

と

を

仰

せ

ら

れ

た

こ

と

の

出

入

り

を

｢

裁

許

｣

と

い

う

。

人

殺

し

や

喧

嘩

な

ど

の

吟

味

物

は

｢

落

着

｣

と

い

う

の

で

、

伺

書

を

差

出

す

と

き

は

注

意

す

べ

き

こ

と

、

と

い

っ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

民

事

裁

判

（

出

入

）

は

裁

許

、

刑

事

裁

判

（

吟

味

）

は

落

着

と

言

葉

使

い

の

注

意

書

き

で

あ

る

が

、

当

時

、

民

事

と

刑

事

の

区

別

が

明

確

で

あ

っ

た

わ

け

で

は

な

い

。 
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代

官

所

と

評

定

所

の

事

務

手

続

き

に

つ

い

て

書

か

れ

た

項

目

で

、

法

務

に

関

し

て

代

官

所

は

評

定

所

の

配

下

に

あ

る

こ

と

が

分

か

る

。

｢

六

ヵ

月

届

｣
の

届

け

と

受

付

け

の

タ

イ

ム

ラ

グ

の

対

応

に

つ

い

て

書

か

れ

て

い

る

。

 

                     

一

 

出

入

相

済

候

趣

評

定

所

江

届

之

事 

 
 

 

是

者

六

ヵ

月

届

致

候

得

共

、

其

月

者

御

言

上

ニ

者

不

相

成 

 

 
 

 

翌

月

廿

七

日

内

寄

合

ニ

而

御

取

調

、

廿

八

日

御

書

上

ニ

成

候

由 

 
 

 

仍

其

前

月

六

ヵ

月

届

致

候

出

入

、

其

月

よ

り

翌

月

下

旬 

 
 

 

迄

ニ

吟

味

相

片

付

裁

許

伺

差

出

候

、

然

又

者

内

済

伺 

 
 

 

差

出

候

得

者

、

御

奉

行

所

御

言

上

ニ

者

不

及

所

、

六

ヵ

月 

 
 

 

懸

其

御

方

其

訳

御

存

無

之

故

、

済

候

出

入

を

不

相

済

趣 

 
 

 

御

書

上

被

成

、

行

違

ニ

成

候

由

ニ

而

、

被

仰

渡

ニ

も

無

之

候

得

者 

 
 

 

天

明

二

寅

年

八

月

中

、

其

頃

六

ヵ

月

届

致

候

分

計

、

評

定

所

江 

 
 

 

御

呼

出

ニ

候

、

以

来

六

ヵ

月

届

致

候

出

入

、

其

翌

月

廿

八

日 

 
 

 

迄

ニ

済

候

ハ

ゝ

早

速

其

段

評

定

所

江

可

相

届

候

、

廿

八

日

過

候

而 

 
 

 

相

済

候

義

者

届

不

及

旨

被

仰

付

有

之

候

事 

 

少

し

分

か

り

づ

ら

い

が

、

｢

六

ヵ

月

届

｣

と

い

う

の

は

期

間

が

六

ヵ

月

を

超

え

て

解

決

し

て

い

な

い

も

の

を

評

定

所

へ

報

告

す

る

こ

と

の

よ

う

で

、

そ

れ

を

提

出

し

た

日

か

ら

翌

月

二

十

八

日

ま

で

に

裁

許

ま

た

は

内

済

に

て

解

決

し

た

も

の

は

評

定

所

へ

届

け

を

出

し

な

さ

い

。

そ

れ

以

降

の

も

の

は

出

さ

な

く

て

よ

い

と

い

っ

て

い

る

。

そ

う

す

れ

ば

奉

行

所

へ

言

上

さ

れ

な

い

の

で

、

翌

月

二

十

八

日

時

点

で

六

ヵ

月

間

未

解

決

だ

と

の

思

い

違

い

が

無

く

な

る

、

と

の

こ

と

で

あ

る 

 

評

定

所

は

最

高

裁

判

所

に

あ

た

る

組

織

で

、

老

中

、

寺

社

・

町

・

勘

定

の

三

奉

行

と

大

目

付

、

目

付

で

構

成

さ

れ

て

い

る

。

寄

合

は

式

日

、

立

会

、

内

寄

合

の

三

種

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

月

三

日

決

ま

っ

た

日

に

行

わ

れ

た

。

廿

七

日

は

内

寄

合

の

日

で

三

奉

行

が

こ

の

審

理

に

当

っ

た

日

と

の

こ

と

で

あ

る

。

大

目

付

は

諸

藩

の

大

名

、

目

付

は

幕

府

領

代

官

の

監

督

を

行

う

役

で

あ

る

。 

   



 5 

こ

こ

か

ら

村

支

配

に

関

す

る

も

の

を

と

り

あ

げ

て

み

た

い

。

こ

れ

は

名

主

に

は

給

米

が

支

給

さ

れ

る

の

で

あ

る

が

、

実

際

に

は

年

貢

と

は

別

枠

で

百

姓

か

ら

取

上

げ

る

額

を

提

示

し

て

い

る

。

代

官

所

と

名

主

の

関

係

を

み

る

こ

と

が

で

き

る

。 

                       

一

 

名

主

給

米

之

事 

 
 

 

是

者

組

頭

給

之

義

者

前

々

被

仰

出

も

不

相

見

、

名

主

給

米 

 
 

 

ニ

付

高

百

石

よ

り

百

五

拾

石

迄

弐

俵

、

弐

百

石

よ

り

三

百

石

迄

ハ 

 
 

 

四

俵

、

四

百

石

よ

り

六

百

石

迄

ハ

五

俵

、

七

百

石

よ

り

千

石

迄

ハ 

 
 

 

八

表

、

千

弐

百

石

よ

り

千

五

百

石

迄

ハ

拾

俵

之

條

ハ

右

ニ

准

シ 

 
 

 

尤

御

年

貢

之

節

差

引

不

致

小

前

よ

り

別

段

取

立

名

主 

  
 

 

役

高

之

義

も

高

弐

拾

石

ニ

限

り

其

段

其

外

百

姓

共

ニ

高 

 
 

 

役

相

勤

廿

石

以

上

所

持

之

者

有

合

方

、

可

相

勤

旨 

 
 

 

先

年

被

仰

触

有

之

候

間

、

多

分

之

給

米

取

立

出

入

ニ 

 
 

 

相

成

候

ハ

ゝ

其

心

得

取

計

可

然

事 

 
 

 
 

但

、

給

米

計

ニ

而

勤

類

も

有

之

高

役

計

ニ

而

勤

候

類

も 

 
 

 
 

有

之

村

々

仕

来

種

々

有

之

候

、

村

仕

来

を

彼

候

而

者 

 
 

 
 

差

支

も

有

之

ニ

付

前

々

引

付

を

以

相

用

、

若

及

出

入 

 
 

 
 

不

相

当

之

定

ニ

而

難

取

用

節

者

本

村

并

隣

郷

等 

 
 

 
 

見

合

を

以

裁

許

相

伺

候

方

可

然

事 

  

名

主

給

米

は

高

よ

り

米

二

俵

か

ら

十

俵

、

他

に

名

主

高

役

と

い

う

も

の

が

あ

っ

た

。

給

米

だ

け

、

あ

る

い

は

高

役

だ

け

と

、

そ

れ

ぞ

れ

村

の

仕

来

り

に

よ

る

。

し

か

し

問

題

が

あ

れ

ば

近

隣

の

村

々

を

参

考

に

し

て

裁

許

を

行

う

よ

う

に

、

と

の

こ

と

で

あ

る

。 

      



 6 

さ

ら

に

名

主

に

関

し

て

付

加

え

が

あ

る

。 

           

一

 

名

主

組

頭

江

戸

役

所

江

出

候

節

、

百

姓

ヲ

供

ニ

連

、

或

者

村

方

よ

り 

 
 

五

里

三

里

之

所

軽

尻

等

ニ

而

送

迎

為

致

候

類

有

之

、

多

分

之 

 
 

書

物

致

持

参

候

歟

、

又

者

御

年

貢

金

等

持

参

候

節

者 

 
 

道

中

手

当

等

と

し

て

召

連

候

義

者

格

別

無

謂

、

村

役

人 

 
 

人

馬

為

差

出

候

儀

ハ

致

間

敷

事

ニ

付

、

右

体

之

義

及

出

入 

 
 

候

ハ

ゝ

、

仕

来

等

申

立

候

而

も

不

取

用

方

可

然

事 

  

名

主

や

組

頭

が

江

戸

役

所

へ

出

向

く

と

き

、

百

姓

を

共

に

し

た

り

、

馬

を

利

用

し

て

費

用

を

使

う

こ

と

は

、

た

と

え

仕

来

り

が

あ

っ

て

も

認

め

ら

れ

な

い

。 

     

百

姓

が

新

た

に

屋

敷

を

建

て

る

場

合

、

建

て

る

土

地

の

格

を

上

畑

に

上

げ

て

年

貢

を

増

や

す

、

と

し

て

い

る

。 

               

一

 

屋

敷

成

之

事 

 
 

 

是

者

水

帳

下

畑

壱

反

歩

之

内

五

畝

歩

屋

敷

成

ニ

致

度

旨 

 
 

 

申

之

、

差

障

候

者

有

之

候

間

、

取

計

方

承

合

候

処

、

屋

敷 

 
 

 

相

成

候

得

者

、

取

永

相

増

御

定

ニ

候

得

共

、

一

体

屋

敷

ニ

者

四

壁 

 
 

 

引

も

相

立

可

遣

事

ニ

付

、

検

地

以

後

之

屋

敷

成

者

道

理

ニ 

 
 

 

不

当

候

間

、

容

易

ニ

難

相

成

、

然

上

者

上

畑

免

直

申

付 

 
 

 
屋

敷

名

目

を

不

附

、

家

作

者

差

免

候

方

ニ

も

可

有

之

哉 

 
 

 

御

代

官

存

寄

ニ

者

屋

敷

ニ

致

遣

候

義

者

格

別

公

事

方 

 
 

 

奉

行

所

江

伺

候

而

者

相

成

間

敷

旨

挨

拶

有

之

候

事 
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奉

行

所

へ

は

伺

い

を

た

て

る

な

と

の

こ

と

で

あ

る

。

奉

行

所

と

代

官

所

で

解

釈

が

違

う

の

か

、

こ

こ

で

は

屋

敷

の

名

目

に

は

せ

ず

、

上

畑

に

免

直

し

を

す

る

と

し

て

い

る

。

屋

敷

に

は

四

壁

が

必

要

で

そ

れ

に

該

当

し

な

い

と

い

う

理

屈

で

あ

る

。 

                       

囚

籠

人

足

の

費

用

負

担

に

つ

い

て

で

あ

る

。

百

姓

の

囚

人

は

村

役

人

か

ら

無

宿

人

は

そ

の

者

か

ら

取

っ

て

よ

い

、

と

の

こ

と

で

あ

る

。 

        

一

 

囚

籠

人

足

賃

之

事 

 
 

 

是

者

五

海

道

宿

ニ

而

前

々

囚

者

無

賃

ニ

而

往

来

候

由

申

、

人

足 

 
 

 

賃

不

請

取

宿

場

有

之

候

ニ

付

、

其

筋

へ

承

候

処

、

無

賃

ニ

而 

 
 

 

可

通

筋

無

之

百

姓

囚

人

者

村

役

人

よ

り

為

払

、

無

宿

者 

 
 

 

此

方

払

ニ

致

、

御

入

用

ニ

立

候

事 

            



 8 

こ

こ

か

ら

は

刑

罰

に

つ

い

て

で

あ

る

。

は

じ

め

は

入

牢

日

数

之

事

で

あ

る

。

 

              

一

 

入

牢

日

数

之

事 

 
 

 

是

者

喧

嘩

一

件

等

双

方

共

差

而

者

疵

も

無

之

一

通

打

擲 

 
 

 

致

合

候

而

巳

を

申

張

候

節

、

入

牢

之

上

吟

味

可

致

事

候

、

然

処 

 
 

 

壱

人

者

申

□

早

速

相

分

り

出

牢

為

致

、

壱

人

者

彼

是 

 
 

 

申

暮

候

節

、

日

数

六

十

日

以

上

者

御

咎

之

差

引

ニ

相

成

候

由 

 
 

 

ニ

付

、

縦

壱

人

六

十

日

内

ニ

而

出

牢

、

壱

人

者

六

十

日

余

入

牢 

 
 

 

申

付

候

而

者

同

罪

可

相

成

者

壱

人

者

無

御

構

壱

人

者 

 
 

 

三

十

日

手

鎖

ニ

も

相

成

趣

ニ

付

、

遠

国

陣

屋

之

取

計

等

者 

 
 

 

右

体

之

由

致

差

略

六

十

日

ニ

而

双

方

出

牢

申

付

候

方

可

然

事 

   

入

牢

日

数

六

十

日

ル

ー

ル

の

よ

う

な

も

の

が

あ

る

ら

し

い

。

六

十

日

以

上

に

な

る

と

刑

が

か

わ

る

の

で

注

意

し

な

さ

い

と

の

こ

と

で

あ

る

。

「

差

略

」

は

策

略

で

規

定

に

は

な

く

上

官

の

指

示

で

行

わ

れ

る

取

計

ら

い

を

示

し

て

い

る

。 
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次

は

盗

賊

の

処

罰

に

つ

い

て

で

あ

る

。 

             

一

 

盗

賊

御

仕

置

之

事 

 
 

 

是

者

無

宿

昼

之

内

戸

明

候

処

江

這

入

、

盗

致

候

得

者 

 
 

 

入

墨

之

上

擲

放

ニ

茂

相

成

候

、

住

所

有

之

者

共

擲

之

上 

 
 

 

品

ニ

寄

追

放

、

所

払

等

之

御

仕

置

ニ

相

成

候

趣

ニ

候

得

者 

 
 

 

夜

分

道

具

ヲ

以

固

辞

明

入

候

類

者

夜

盗

賊

ニ

相

成 

 
 

 

死

罪

之

御

仕

置

ニ

茂

相

成

候

趣

ニ

候

、

然

処

盗

賊

盗

賊 

 
 

 

致

候

場

所

五

ヶ

所

以

下

一

通

り

死

罪

ニ

成

、

五

ヶ

所

以

上

者 

 
 

 

引

廻

之

上

死

罪

ニ

相

成

候

御

定

法

之

由

ニ

候

間

心

得 

 
 

 

可

然

事 

    

 

昼

間

侵

入

し

て

盗

み

を

し

た

場

合

、

無

宿

者

は

入

墨

の

上

擲

放

、

住

所

が

あ

れ

ば

追

放

、

所

払

い

で

あ

る

が

、

夜

間

戸

を

こ

じ

開

け

て

侵

入

し

た

と

き

は

夜

盗

賊

と

な

り

死

罪

で

あ

る

。

ま

た

五

箇

所

以

上

行

っ

た

場

合

は

引

廻

し

の

上

死

罪

と

な

る

。 

 

こ

れ

は

御

定

法

で

あ

る

と

書

か

れ

て

い

る

が

、

御

定

法

と

は

｢

公

事

方

御

定

書

｣

の

こ

と

と

思

わ

れ

る

。 
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次

は

出

火

の

処

罰

に

つ

い

て

で

あ

る

。 

                

一

 

出

火

咎

之

事 

 
 

 

是

ハ

類

焼

家

数

十

軒

内

ハ

長

々

入

寺

為

致

候

ニ

も

不

及 

 
 

 

手

過

ニ

而

人

馬

怪

我

も

無

之

、

類

焼

人

共

申

分

無

之

候

ハ

ゝ 

 
 

 

見

計

早

速

差

免

、

拾

軒

以

上

者

家

数

ニ

随

ひ

御

咎 

 
 

 

被

仰

付

候

由

、

火

元

者

入

寺

為

相

慎

候

者

申

上

候

得

共

御

奉 

行

所

ニ

而

相

当

之

咎

被

仰

付

候

義

ニ

而

入

寺

ハ

其

者

慎 

 
 

 

ニ

而

申

付

候

と

申

筋

ニ

者

無

之

、

寺

よ

り

致

出

火

候

分

者 

 
 

 

何

寺

誰

義

ハ

隣

寺

歟

法

□

等

有

之

寺

院

何

方

ニ 

 
 

 

相

慎

罷

在

候

と

認

、

後

家

等

の

類

有

之

ハ

女

を

寺

入 

 
 

 

も

如

何

ニ

付

致

差

略

最

寄

親

類

誰

方

ニ

相

慎

罷

在 

 
 

 

候

者

可

認

可

然

事 

  

類

焼

件

数

や

被

害

の

程

度

に

よ

っ

て

お

咎

め

が

変

わ

る

。

火

元

人

は

類

焼

十

軒

以

内

で

怪

我

人

も

な

く

被

害

者

か

ら

訴

え

も

な

け

れ

ば

差

免

で

無

処

分

、

十

軒

以

上

は

家

数

に

よ

っ

て

咎

め

が

違

う

が

、

火

元

人

が

寺

に

入

っ

て

謹

慎

し

よ

う

と

奉

行

所

が

処

分

す

る

の

で

、

あ

え

て

謹

慎

さ

せ

る

こ

と

は

し

な

い

で

よ

い

。

寺

か

ら

出

火

し

た

場

合

は

隣

の

寺

な

ど

に

謹

慎

さ

せ

る

。

後

家

な

ど

の

女

は

寺

に

入

れ

な

い

の

で

親

類

の

家

で

謹

慎

さ

せ

る

な

ど

し

て

居

場

所

を

確

認

し

て

お

く

こ

と

。 
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お

わ

り

に 

大

半

は

刑

罰

に

つ

い

て

で

あ

り

生

々

し

い

記

述

は

敬

遠

し

た

い

と

こ

ろ

で

あ

る

。

理

解

を

深

め

る

に

は

当

時

の

裁

判

法

令

書

『

公

事

方

御

定

書

』

が

あ

る

こ

と

を

前

提

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

ま

だ

読

ん

で

い

な

い

の

で

説

明

が

足

り

な

か

っ

た

り

、

誤

っ

た

解

釈

の

内

容

に

な

っ

て

い

る

か

も

知

れ

な

い

。

こ

れ

ら

関

連

書

を

調

べ

れ

ば

代

官

所

の

実

務

を

体

系

的

に

ま

と

め

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

と

思

っ

て

い

る
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